
上 ： 同社は現地法人を設立。今後はバリ島内のホテルや病
院、学校などを対象にした事業を展開していく予定だ。
下 ： バリ島にあるリゾートホテルの浄化槽でメンテナンス作業。

上 ： バリ島の川には十分に浄化されていない排水も流れ込み、異臭が漂う“ドブ”化しているところもある。
下2点 ： 浄化槽の実態調査。ホテルのほか、家庭排水が集まる地域の排水状況を調べた。

か
つ
て
は
日
本
も

通
っ
て
き
た
道

「
神
々
の
島
」
と
も
称
さ
れ
、
美
し
い

海
、
世
界
遺
産
の
寺
院
や
自
然
な
ど
が

あ
り
、
世
界
中
か
ら
観
光
客
が
集
ま
る

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
バ
リ
島
。
た
だ
、
こ

こ
で
も
生
活
排
水
や
産
業
排
水
に
よ
る

水
環
境
の
悪
化
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

　
バ
リ
島
観
光
の
中
心
地
で
も
あ
る
バ

リ
州
デ
ン
パ
サ
ー
ル
市
の
場
合
、
下
水

道
普
及
率
は
約
14
パ
ー
セ
ン
ト
。
下
水

道
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
で
は
、

川
な
ど
公
共
水
域
に
汚
水
を
流
す
前
に

ま
ず
浄
化
槽
で
浄
化
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
。
そ
し
て
、
そ
の
浄
化
槽
の
機
能

を
十
分
に
生
か
す
た
め
に
は
維
持
管
理
、

つ
ま
り
〝
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
〞
が
重
要
な

ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。

　
浄
化
槽
は
微
生
物
の
働
き
で
汚
水
を

き
れ
い
に
す
る
。
つ
ま
り
、
微
生
物
が

適
切
に
汚
水
分
解
で
き
る
よ
う
な
状
態

を
つ
ね
に
保
た
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
定

期
的
な
検
査
や
管
理
が
必
要
と
な
る
。

そ
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行
う
の
は
、
日

本
で
は
国
家
資
格
で
あ
る
浄
化
槽
管
理

士
だ
。
だ
が
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
は
そ

の
資
格
制
度
が
な
い
。

 

「
バ
リ
州
で
も
浄
化
槽
は
各
所
で
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
四
つ
星
や
五

つ
星
ク
ラ
ス
の
高
級
ホ
テ
ル
で
あ
っ
て

も
、
そ
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
客
室
や
館

内
の
設
備
管
理
を
担
当
す
る
ス
タ
ッ
フ

が
兼
務
し
て
い
て
、
専
門
的
な
知
識
は

持
っ
て
な
い
の
が
実
情
で
し
た
」

　
そ
う
話
す
の
は
、
ア
ー
ス
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
社
長
の
栗
原
和
実
さ
ん
だ
。
山

口
県
宇
部
市
に
本
社
が
あ
る
同
社
は
浄

化
槽
維
持
管
理
な
ど
を
業
務
と
し
、

2
0
1
6
年
度
に
J
I
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の
「
中

小
企
業
・
S
D
G
s
ビ
ジ
ネ
ス
支
援

事
業
」
の
案
件
化
調
査
に
採
択
さ
れ
、

日
本
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
技
術
を
現
地
の

実
情
に
適
応
さ
せ
る
「
水
環
境
改
善
の

た
め
の
事
業
構
築
」
を
目
指
し
た
。

 

「
ま
ず
現
地
の
バ
ド
ゥ
ン
県
環
境
局
の

担
当
者
に
『
環
境
面
で
困
っ
て
い
る
こ

と
を
教
え
て
ほ
し
い
』
と
伝
え
る
と
、

町
な
か
に
あ
る
川
に
案
内
さ
れ
、『
こ

の
臭
い
で
、
住
民
や
観
光
客
か
ら
苦
情

が
出
る
の
で
す
』
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

近
く
の
ホ
テ
ル
か
ら
排
水
が
流
れ
込
み
、

異
臭
が
漂
っ
て
い
る
の
で
す
。
た
だ
、

そ
の
よ
う
な
光
景
は
30
〜
40
年
前
の
日

本
に
も
あ
り
ま
し
た
。
排
水
に
残
っ
た

有
機
物
が
腐
り
、
い
わ
ゆ
る
〝
ド
ブ
〞

に
な
り
ま
す
。
当
時
は
日
本
人
も
ド
ブ

さ
ら
い
を
し
て
い
ま
し
た
」

　
か
つ
て
は
日
本
も
通
っ
て
き
た
道
。

「
こ
れ
な
ら
自
分
た
ち
の
技
術
を
生
か

し
、
環
境
改
善
の
た
め
の
事
業
化
も
で

き
る
と
感
じ
ま
し
た
」
と
栗
原
さ
ん
。

　
日
本
で
は
下
水
道
普
及
率
が
上
が
り
、

浄
化
槽
が
残
る
地
域
で
は
人
口
減
少
が

進
む
。「
知
識
と
経
験
を
持
っ
た
浄
化
槽

管
理
士
も
日
本
で
は
仕
事
の
場
が
減
っ

て
い
ま
す
が
、
下
水
道
普
及
が
ま
だ
進

ん
で
い
な
い
ア
ジ
ア
の
国
で
は
、
そ
の

知
識
を
伝
え
る
役
目
を
果
た
せ
ま
す
」。

現
地
の
事
情
に
合
わ
せ
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
開
発

　
J
I
C
A
の
調
査
を
経
て
同
社
は

19
年
9
月
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
投
資
調
整

庁
か
ら
現
地
法
人
設
立
の
許
可
を
得
た
。

　
現
在
は
現
地
で
社
員
二
人
を
雇
用
し
、

本
格
的
な
業
務
の
ス
タ
ー
ト
に
向
け
て

準
備
中
だ
。

　
ま
た
そ
れ
に
合
わ
せ
、
二
つ
の
挑
戦

も
続
け
て
い
る
。
一
つ
は
バ
ド
ゥ
ン
県

観
光
局
、
地
元
の
ウ
ダ
ヤ
ナ
大
学
、
そ

し
て
山
口
大
学
と
の
連
携
に
よ
る
汚
水

処
理
技
術
向
上
を
目
指
し
た
教
育
と
人

材
育
成
事
業
だ
。
こ
れ
ま
で
に
複
数
回
、

Republic of Indonesia

インドネシア

　バリ島全域を含むバリ州はインドネシ
アの観光産業の中心で、同国の経済
発展に寄与する。美しい海岸などが観光
資源だが、近年は処理が不十分な排水
による水環境悪化が問題になっている。

国名  ：インドネシア共和国
通貨 ： ルピア
人口 ：2億6,766万人

（世界銀行、2018年）
公用語 ：インドネシア語

首都：
ジャカルタ

セ
ミ
ナ
ー
な
ど
も
開
催
し
て
き
た
。

　
も
う
一
つ
は
、
浄
化
槽
の
状
態
を
遠

隔
地
か
ら
監
視
で
き
る
「
I
o
T
セ

ン
サ
ー
」
の
開
発
だ
。「
I
o
T
」
と
は
、

「Internet of T
hings

」
の
頭
文
字
を

と
っ
た
も
の
。
世
の
中
の
あ
ら
ゆ
る
も

の
に
セ
ン
サ
ー
と
通
信
機
能
を
搭
載
し
、

連
係
さ
せ
よ
う
と
い
う
こ
と
だ
。
山
口

県
の
支
援
を
受
け
、
県
内
の
電
子
機
器

製
造
企
業
と
の
連
携
で
、
安
価
に
設
置

で
き
る
機
器
を
開
発
す
る
。
そ
の
パ
ソ

コ
ン
管
理
は
日
本
語
に
加
え
、
英
語
や

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
な
ど
で
も
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
く
。

　
I
o
T
セ
ン
サ
ー
開
発
の
背
景
に
は

現
地
の
交
通
事
情
が
あ
る
。「
渋
滞
が
ひ

ど
く
、
浄
化
槽
の
保
守
点
検
へ
も
1
日

で
1
軒
し
か
行
け
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
で
は
あ
ま
り
に
効
率
が
悪
い
。

セ
ン
サ
ー
が
あ
れ
ば
、
必
要
な
と
き
に

だ
け
現
地
に
出
向
け
ば
よ
い
の
で
す
」。

　
人
が
汚
し
た
水
を
人
の
責
任
と
し
て

き
れ
い
に
す
る
こ
と
で
、
生
命
力
豊
か

な
川
や
海
が
保
た
れ
る
。
そ
れ
が
雲
に

な
り
雨
と
な
っ
て
、
ま
た
人
に
戻
っ
て

く
る
。
そ
の
要
に
あ
る
の
が
浄
化
槽
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
。
栗
原
さ
ん
は
「
汚
水

処
理
は
人
の
目
に
は
触
れ
に
く
く
、
後

回
し
に
さ
れ
が
ち
で
す
が
、
人
が
健
康

的
な
生
活
を
送
る
う
え
で
な
く
て
は
な

ら
な
い
も
の
で
す
。
浄
化
槽
が
持
つ
能

力
を
最
大
限
に
引
き
出
す
サ
ポ
ー
ト
を

す
る
こ
と
で
、
社
会
に
貢
献
し
た
い
で

す
」
と
、
事
業
の
本
格
化
に
向
け
た
意

欲
を
語
っ
た
。

循環
型社会をつくる

アースクリエイティブ
　アースクリエイティブは1957年に創業。山口県宇
部市全域の水質保全に関わる浄化槽維持管理などを
行ってきた。海外への事業展開は、今回のインドネシ
ア・バリ島での取り組みが初めて。「何度もバリ島へ行
き、現地社員も雇用して関係ができ、世界はつながって
いると実感するようになりました。循環型社会をつくって
いくため、これからも自分ができることを続けていきます」。

アースクリエイティブ
代表取締役社長
栗原和実（くりはら・かずみ）さん

上 ： バドゥン県環境局やウダヤナ大学、山口大学
と開催した「排水セミナー」の様子。
下 ： ホテルなどでメンテナンスを担当するスタッフ、
行政職員らを対象にしたセミナーで。

センサーも導入して
きれいを加速させます

もっときれいに
できるかも ！

バリで現地法人を設立！

文●小西威史

下水道がないところでも、浄化槽があれば汚水をきれいにして自然に戻せる。
欠かせないのは、“メンテナンス”。

浄化槽の能力を生かすための取り組みがバリ島で始まっている。

浄化槽を生かす要は
〝メンテナンス〞

案件名 バリ州における浄化槽の包括的な維持管理体制の
構築による水環境改善案件化調査　
2017年6月〜2018年2月

ここからが本番

水質改善
より安全に、よりきれいに
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